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入口に「アトレウス家」と掲示されている部屋のみご利用いただけます。
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どこかでペ ー ジをめくる音。 あと2時間で映画会。



3 月 11 日の愛災以降、 それまで見えていなかったものがつぎつぎと見えるように

なっています。 原子力の問題にしろ、 政治の問題にしろ、 あの日以降新しく生じた

のではない、 むしろずっと前からあったのに見えていなかったのだ、 という思いに

とらわれています。

2010 年度に墨田区で展開していた「墨田区在住アトレウス家」の最後の公演が

震災の影響で中止になったあと、 ある本を読み返していました。 市村弘正／杉田

敦「社会の喪失』（中公新書）という本です。 そのなかで「見えない戦争状態」と

いうことがいわれています。 原発や薬害、 年間3万件を超える自殺など、 われわ

れは平時においてすでに戦争状態を生きている。それはたんに見えていないだけで、

ふだんからずっと続いており、 たまに事故などの際に突然見えるようになるにすぎ

ない、 というわけです。それを読みながら、 エレクトラの父アガメムノンが出向い

たトロイア戦争は、 いまならばそういう 「見えない戦争」なのではないかと考え

ました。

われわれは、 最後の作品を中断したまま墨田区の家を引き払いましたが、 縁あっ

てこの豊島区の公共施設で新作をつくることになりました。 ア トレウス家のプロ

ジェクトは、 ギリシャ悲劇の一家の物語を手がかりに、 家やまちを再発見していく

ものです。 劇場公演とくらべ、 場所への依存度がものすごく高いので、 場所が変

わればーから作りなおすことになります。

公共施設にどうしたら居心地よく住めるか、 ということが関心の対象になりました。

いまも続いている被災者の避難生活をわれわれが取り上げることはできません（し

たくありません）。 けれども、3月 11 日の夜に都内のあちこちに突如出現した、 東

京の避難所のことが頭から離れなくなりました。墨田区の家（その日は公演を5 日

後に控え準備中でした）から都心を横断して帰宅する途中、 卒業式の飾りつけが

された体育館で、 靴を脱いで、 味噌汁を飲ませてもらったあの時間。近い未来に

も東京で起こりうる避難生活。

公共施設で 「住まい」や「居場所」について考える「問いのかたち」をさぐってい

くうちに、 演劇というよりは展示に近いものになりました。演劇には時間と空間を

変形させる力があります。 劇場という「何もない空間」で、「出し物」をつくって

「見てもらう」こともできますが、 そうではなく 、 現実のまちや建物のなかで、 時

間と空間をほんの少し変形させることによって、 何かを感じてもらうこともできるの

ではないか。

今回はこれまで以上に多くを観客のみなさんにゆだねています。 上に書いたことも

作りながら私が考えたことで、答えではありません。 （公演パンフレットより）





もう失われたあの家のことを、 からだがおぽえているらしい。



塁sn
aJJB/
E
 O::>"
J
8
ll!
Ml
 \＼
X
】1-L

]」
8.
eoq1
ゞ
d
!!Li

天008
I
 a

 a:iuo
o
 

條
K
6
4←
ド
糾｝
出
凶
調
副

。
4
%9q
や⇒
把
血
如2"こ9
や
鯉
心
・
頬
声

(1
fIJ1
園
躁
e

眼
忙．
甚
報
如
q
涵
⇔
逆

怜
e
低
嶽

，
ゃ
け
る
掘
t
_

ド
如
裁
限

．
拍
悩•
Y
⇔
ャ
蕊
e
慨
獣

。
4
や
辿
砿
e,‘

ド⇒
朴
稟
"
1

リ4

海（
立 心
憾
叶
5
冤
叶

，2．

⇒
2
既
ー
e
「
六‘
H

入
口
h
鯉
懇
;
悩

嶽」
心，
？2
⇒
据
桃}竺
団
益q
E
れ況
困
g叩

慨
慨
Y
捉
固
tH
相
冬2
話
條
慨

，IJ一
孟
血

如
冤
徊
e
9"A
#}
沖
リた
1

啜
如
1
}

似
蒜
恨

心
控
咄．
頬
蚕
e
1
E

似
擦
拇
e
拉
や
心
⇔

悩
慨
五
「
画
茄上
入
}
袷上
ー

ド
悩
賑」

拉
心
「
画
茄上
入
}
七上
ー

ド
低
嶽」

m
oe
g
C
趾
zu
oz�
m
上
庶

側そ
C
H

入
口
h
鯉如
内1D
侶
悩
訳�
に
庶

廻
縣
匡
晦�
入
}
牛
Th

計
卜
田
髄
3

罵
帥

鯉
崎
略�
繊
輻

NPO法人アートネットワー ク・ジャパン
x東京アートポイント計画 豊島区在住アトレウス家 The House of Atreus, Toshima-ku, Tokyo 

上演プログラム

2011 年 9 月13 日（火）ー 9 月18 日（日）
会場：千登世橋教育文化センタ ー

（東京都豊島区雑司が谷）

出演：福田毅 武田力 稲継美保 石田晶子
立川真代 東彩織 聞谷洋子
和田匡史 山崎朋(17日のみ）

コンセプト・テキスト・構成・演出 ：長島確

コラポレー タ ー：福田毅 武田カ
客室：稲継美保 石田晶子 立川真代 東彩織
台所：聞谷洋子
技術・映像・音響：須藤崇規
音吾協力：和田匡史
写真：冨田了平
ロゴデザイン：福岡泰降
ドラマトゥルク：佐藤慎也
制作：西島慧子 堀切梨奈子
制作協力：急な坂スタジオ 戸田史子
コ ー ヒ ー ：L PACK (14日のみ）

メディアプログラム

く移動型コミュニティーラジオAtreusTune > 
2011 年 7 月より不定期配信
音楽・選曲：大谷能生
DJ: 稲継美保
技術：聞谷洋子
制作：西島慧子

人材育成プログラム

くアトレウスの学校＞
2011 年 8 月— 2012 年 3 月（全10 回）
講師：長島確 佐藤慎也 須藤崇規
ゼミ生：14名

http://www.ustream.tv/ channel/atreustune 
http://twitter.com/ Atreus Tune 

企画：mmp (ミクストメディア・プロダクト）
主催：東京都 東京文化発信プロジェクト室 （公益財団法人東京都歴史文化財団） 特定非営利活動法人ア ー トネットワ ー ク・ジャパン
協力：日本大学佐藤慎也研究室 東京藝術大学市村作知雄研究室 中野成樹＋フランケンズ 東京芸術劇場 東京デスロック 牧野まりか 高野和哉

簾景美 大橋麻紀 鈴木豆 長尾芽生 福田朱根 堀内里菜 堀木彩乃 馬淵かなみ 吉田智恵美 苅部将大 田島由深
後援：豊島区


